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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

１０月１９日～２０日に、６年
生が１泊２日の修学旅行に行って
きました。行き先は、大分方面。 

１９日は、とても気持ちのよい
秋晴れに恵まれ、また２０日はそ
ぼ降る雨の中ではありましたが、
当初予定していた活動をすべて実
施することができました。子ども
たちが、楽しく元気に２日間のす
べての活動を無事に終えることが
できたことがなによりです。 

１日目は、まず大刀洗平和記念館に行きました。戦
時中、特攻隊としてここから飛び立った多くの若者
たちの史実にふれ、戦争の悲惨さを感じ二度と戦争
を起こしてはならない思いを新たにしました。また、
事前に作った千羽鶴を奉納し、高蔵小の代表として
平和を祈ってきました。 

その後、城島高原パークへ。広大な高原パークで
は、たくさんの乗り物を楽しむことができて、みんな
歓声にあふれ、笑顔でいっぱいでした。宿泊は、隣接
する「城島高原ホテル」。夜遅くまで語らっていまし
たが、昼間に思う存分活動したので、子どもたちは、
早々に爆睡状態でした。 

２日目はまず「うみたまご」へ。ショータイムで
は、カワウソやペリカンのかわいい仕草に思わず笑
いがとびだしたり、セイウチの迫力のある芸にびっ
くりしたりしながら存分に楽しんでいました。とて
も大きな水槽を悠然と泳ぐ海の生き物たちの生態を
グループで観察もしました。 

また、午後からは「アフリカンサファリ」へ。ジ
ャングルバスに乗って、猛獣のライオンや草食動物
に肉や野菜をトングで食べさせる体験をしました。
ゾウやライオンが間近に迫り来るなか、“おっかな
びっくり”な様子で餌をやる子どもたちの表情が印
象的で、学校ではできないダイナミックな体験に大
騒ぎでした。 

   ★  ★  ★  ★  ★ 

この２日間、仲間と協力し充実した活動ができま
した。高蔵小のリーダーとして、修学旅行で学んだ、    

時間やきまりマナーを守ること
を、今後の学校生活でも発揮し
ていくことを期待しています。 

↑広大な城島高原パークで、遊び尽くしました。 

↑ホテルや見学地で、おなかいっぱい食べました。 

↑セイウチやカワウソ、ペリカンのショーに歓声をあげました。 

↑アフリカンサファリのジャングルバスで餌やり体験 

↑大刀洗平和記念館で平和集会をし、学びました。 
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11月の主な行事 
０２日（木） 委員会活動  
０６日（月） あいさつ週間（～１０日）  
１０日（金） 自然教室説明会（５年保護者）・クラブ活動 
１７日（金） 代表委員会 
２２日（水） なかよしデー（スタンプラリー集会）        
 

２４日（金） クラブ活動 
３０日（木） なかよし交流会 
パワーアップタイム １・８・１５・２２・２９日 
ぶくぶくタイム   １０・１７・２４日 

◆11 月のスクールカウンセラー来校日◆ 
9 日午前・17 日午後・24 日午前 

 
 

             ☆家族にも「ありがとう」と「ごめんなさい」☆ 

親しい仲ほど，忘れがちな言葉です。素直な気持ちをお互いに伝え合いましょう。心がより通い合います。 

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市子どもを育てる 10 か条」again 

読書大好きな子どもたちをめざして
「北九州子ども読書の日」の取組 

北九州市では、全市的に子どもの読書活動の機運 
を高めるため、独自の「北九州市子ども読書の日」 
を設けています（10 月 23 日）。それにちなみ、本校 
では、当日２時間とって学年ごとに工夫して実施し 
ました。 
１年生は、国語科で学習している「くじらぐも」 

で取り組んできた音読を、６年生に聞いてもらいま 
した。その後、６年生はペアの１年生を傍らに招き、読み聞かせをしました。どちらもとても微
笑ましい様子で、あったかい空気が流れていました。また、３年生は先生が子どもたちに読み聞
かせをするなど、工夫のある取組ができていました。  

「秋の高蔵ふれあいまつり」に、いろんなかたちで参加しました 

28 日（土）に、高蔵市民センターで「秋の高蔵ふれあいま 
つり」が開催されました。本校からは、ダンス・ミュージック 
クラブがダンスを披露したり、マンガイラストクラブが作品を 
展示したりして、日ごろの活動の成果を見ていただきました。 
また、全学年全学級の子どもたちが、テーマに沿って一人一 

人かいたカードを模造紙に貼り、それらも市民センターに掲示 
してまつりの雰囲気を盛り上げました。なかでも、6 年生と 1 
年生は、学びチャレンジリーディングスクール公開授業研究会 
 (本紙１１号既報)で作った粘土や工作の作品を飾りました。 
こうして地域の多くの方々に、高蔵小学校の子どもたちが頑

張っている様子を見ていただけたことは、とてもありがたかっ
たです。 

２３～２６日に、本
年度の学校開放週間
を実施しました。ご多
用な中、保護者の皆様
にはご参観いただき、
ありがとうございま
した。 
できるだけ、普段通

りの授業計画で、子ど
もたちの学習や生活
の様子を見ていただ
こうというコンセプ
トで実施しました。 
２６日の人権学習

参観は、特に参観の方
が多く、人権に関して
関心が高いことがよ
くわかりました。 

① ５年生、「うま味」を学ぶ 

5 年生は、家庭科の調理実習で味噌汁を
作ります。その前に、食育の学習の一環
で、「だし」の秘密や「うま味」について
“味の素 KK”の方からオンラインで学び
ました。うま味の中にあるグルタミン酸は
昆布に多く含まれているということで、教
室の横幅いっぱいの長さの真昆布の実物を
見たり、味のないみそ湯にうま味を加える
とどんな味の変化があるのかを飲み比べて
みたりして、うま味のよさを体感しました。 

②３年生、韓国文化を学ぶ 

3 年生の国語の教科書には「3年とうげ」
という韓国のお話が載っています。そのお話
に因んで、韓国文化を知る学習をしました。 

GTは、北九州国際交流協会の李銀真さん。
李さんから、韓国の衣食住の文化やことば、
そして、遊びについて詳しくお話を聞かせて
いただきました。特に、「ユンノリ」という
サイコロのかわりに 4 本のユッ（윷）と呼
ばれる木の棒を使った「すごろく」のような
遊びや、「チェギ 
チャギ」「コンギ 
ノリ」等に、み 
んな夢中になっ 
て取り組み、韓 
国文化の一端を 
感じ取りました。 

 ２４日、二組の GT（ゲストティーチャー）に学びました  

真昆布の大きさにびっくり 
韓国語の発音に苦戦… 
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